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 様々な人が交流できる道路空間を目指して  

 

 今年４月より始まった、ウォーカブルなまちなかを目指す社会実験（マーケット）も、

12 月の開催で８回目を迎えます。これまで知らなかった路地や空き店舗、空き地にできた

“デパートメント”を歩いて巡りながら、多くの方が北口周辺のまちなかを楽しんでくだ

さっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回を重ねるごとに定着してきている“デパートメント”。今年最後の開催に、多くの若

い皆さんが参加してくれることになりました。今年９月の初出店が大好評だった「子ども

マーケット」、そして、半年以上にわたり、学校の垣根を越え、本庄の様々な魅力を探り、

発信してくれた「七高祭」のメンバーが集まり、大人たちに交じって、駅西通りが持つ道

路空間の新たな活用方法の検証に力を貸してくれます。大人にはない、若い世代の視点で

の、新しい道路空間の活用方法を教えてくれるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 都市整備部 市街地整備室 担当：福島、大野 

                       電話：０４９５（２５）１１３８ 

駅西通りマーケット 

○日 時：令和 4 年 12 月 11 日（日）11：00～16：00 

○会 場：駅西通り ※一部区間を通行止め 

○内 容：マーケット、七高祭メンバーによる発表等、子どもマーケット 

〇目 的：駅西通りの一部を通行止めにして、人々の交流を生み出す 

新たな道路空間の利活用方法を検証 
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